
首里城(御城(ウグシク))(国史跡,世界遺産,百名城) 

(那覇市首里金城町)(首里城公園) 

 首里城（しゅりじょう、スイグスク）は、沖縄県那覇市首里にあり、かつて海外貿易の拠点であった那

覇港を見下ろす丘陵地にあった城。 

琉球王朝の王城で、沖縄県内最大規模の城（グスク）であった。戦前は正殿などが国宝であったが、1945

年（昭和 20年）の沖縄戦と戦後の琉球大学建設により完全に破壊され、わずかに城壁や建物の基礎などの

一部が残っている。1980年代前半の琉球大学の西原町への移転にともない、本格的な復元は 1980年代末

から行われ、1992年（平成 4年）に、正殿などが旧来の遺構を埋め戻す形で復元された。1993年（平成 5

年）に放送された NHK大河ドラマ「琉球の風」の舞台になった。1999年（平成 11年）には都市景観 100

選を受賞。その後 2000年（平成 12年）12月、「琉球王国のグスク及び関連遺産群」として世界遺産に登

録されたが、登録は「首里城跡（しゅりじょうあと）」であり、復元された建物や城壁は世界遺産ではな

い。 

周辺には同じく世界遺産に登録された玉陵、園比屋武御嶽石門のほか、第二尚氏の菩提寺である円覚寺（え

んかくじ）跡、国学孔子廟跡、舟遊びの行われた池である龍潭、弁財天堂（べざいてんどう）などの文化

財がある。 

 首里城の創建年代は明らかではない。近年の発掘調査から最古の遺構は 14世紀末のものと推定され、三

山時代には中山の城として用いられていたことが確認されている。おそらく、13世紀末から 14世紀のグ

スク造営期に他の沖縄の多くの城同様に成立したものと考えられる。 尚巴志が三山を統一し琉球王朝を立

てると、首里城を王家の居城として用いるようになった。同時に首里は首府として栄え、第二尚氏におい

ても変えられることはなかった。 

史書で記録されている限りでも、首里城は数度にわたり焼失しており、そのたびに再建されてきた。その

度に木材の調達が問題となり、薩摩藩からの木材提供で再建を行ったり、将来の木材需要を見越して本島

北部での植林事業を行ったりしている。一度目の焼失は 1453年（享徳 2年）に第一尚氏の尚金福王の死去

後に発生した王位争い（志魯・布里の乱）であり、城内は完全に破壊された。二度目の焼失は 1660年（万

治 3年）のことであり再建に 11年の年月を要した。しかし 1709年（宝永 6年）に三度目の火災が起き正

殿・北殿・南殿などが焼失した。この時は財政が逼迫しており、1712年（正徳 2年）に薩摩藩から 2万本

近い原木を提供された。現在見る首里城の建築は、三度目の火災の後再建された 1715年（正徳 5年）から

1945年（昭和 20年）までの姿を基にしている。なお、1712年（正徳 2年）発行の「和漢三才図絵」(寺島

良安・編）には首里城が「琉球国」の項の挿絵（地図）のなかに描かれている。 

1879年（明治 12年）の沖縄県設置に至る琉球処分以後は、正殿など首里城の建物は政府の所在地として

の役割を喪失し、日本陸軍の第 6師団（熊本）の軍営として、その後は首里区（後の首里市）に払い下げ

られ、学校などとして利用された。 

王宮でなくなった首里城は急速に荒廃が進み、老朽化が激しく崩壊寸前の状態になった。既に門のいくつ

かは取り壊されており、正殿の取り壊しも検討された。しかし、伊東忠太、鎌倉芳太郎ら関係者の奔走に

より保存が決定され、昭和初期（1928年（昭和 3年） - 1933年（昭和 8年））に正殿の改修工事が行わ

れて国宝に指定され、県社沖縄神社の社殿となり源為朝と歴代国王が祀られた（源為朝が琉球へ逃れ、そ

の子が初代琉球王舜天になったという説がある。 

太平洋戦争中の沖縄戦において日本軍が首里城の下に地下壕を掘り陸軍第 32軍総司令部を置いたことも

あり、1945年 5月 25日から 3日間に渡りアメリカ軍艦ミシシッピなどから砲撃を受け、27日に焼失した

とされる。（今も、龍潭池には、地下壕の入り口や弾痕などが確認できる）さらに日米両軍の激しい戦闘



で、首里城やその城下の町並み、琉球王国の宝物・文書を含む多くの文化財が破壊された。宝物庫は奇跡

的に戦災を免れたが、中の財宝は全て米軍に略奪された。戦後しばらくして一部が返還され、また所在が

明らかになり返還に向け交渉中のものもある。また近年尚家が保有していた琉球王国関連の資財が寄贈さ

れ、沖縄県立博物館・美術館などで保管・展示されている。 

戦後、首里城跡に琉球大学が置かれたことで、多くの遺構が撤去あるいは埋められたが、首里城の再建は

戦後間もなくから多くの人々の悲願だった。 

1958年（昭和 33年）、守礼門が再建されたのを皮切りに円覚寺門など周辺の建築から再建が始まる。1972

年（昭和 47年）、日本復帰後に国の史跡に指定（1972年 5月 15日指定）され、城の入り口に当たる歓会

門と周囲の城郭が再建された。1979年（昭和 54年）に琉球大学が首里城跡から移転すると 1980年代に県

および国による首里城再建計画が策定され、本格的な復元がはじまった。1989年（平成元年）11 月より、

遺構の発掘調査や昭和初期の正殿改修図面・写真資料、古老の記憶などを元に、工芸家や職人を動員した

当時の装飾・建築技術の復元作業が行われて正殿他の再建が始まった。屋根瓦については色についてさえ

記録がなく、当時を知る老人を集めて話を聞いても赤～黒まで意見がバラバラで難航した。すでに琉球瓦

を生産しているのは奥原製陶ただ 1軒だけであり、4代目主奥原崇典の尽力によって首里城の瓦が復元さ

れた。 

1992年（平成 4年）11月２日には正殿を中心とする建築物群、そこへ至る門の数々と城郭が再建され首里

城公園が開園した。現在は、首里城を中心とした一帯が首里城公園として整備・公開がすすめられており、

正殿の裏側にあたる城郭や建築物群の再建事業も引き続き行われている。2000年（平成 12年）には「首

里城跡」（しゅりじょうあと）として他のグスクなどとともに「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の名

称で世界遺産に登録された。2006年（平成 18年）4月 6日、日本 100名城（100番）に選定された。 

 他の日本の城とは異なり、首里城は中国の城の影響を大きく受けている。門や各種の建築物は漆で朱塗

りされており、屋根瓦には初期は高麗瓦、後に琉球瓦（赤瓦）が使われ、各部の装飾には国王の象徴であ

る龍が多用された。また、戦乱のない琉球王朝時代に再建されていることもあり、軍事目的よりも政治の

中心地としての役割を中心にして設計されている。城郭は他のグスク同様、琉球石灰岩で積み上げられて

いる。 

首里城は第二尚氏王朝時代の 15世紀後半から 16世紀前半にかけて建設された外郭と、第一尚氏王朝時代

の 15世紀前半ごろに建設された内郭という二重の城壁に囲まれ、御庭（うなー）と呼ばれる広場に面して

立つ正殿・北殿・南殿・奉神門などの建物は内郭に集中している。内郭には瑞泉門、漏刻門など九つの門

が、外郭には歓会門、久慶門など四つのアーチ門があった。城の正門である歓会門（別名・あまえ御門（う

じょう））、または通用門である久慶門（別名・ほこり御門）を経て外郭内部に入ると、内郭の入り口で

ある瑞泉門（別名・ひかわ御門）に至る。瑞泉門には「龍樋」という名の泉があり、龍の頭の形をした銅

製の樋から水が流れ出している。ここには「中山第一甘露」の石碑があり、中国の冊封使が 18世紀前半か

ら 19世紀後半にかけて残した碑刻（冊封七碑）がある。 

瑞泉門を通り、漏刻や日時計で時間を計測していた漏刻門（別名・かご居せ御門）を抜けると、司法や寺

社宗廟関係の機関が入居していた楼閣・広福門（別名・長御門）に至る。広福門の内側は、系図座・用物

座（家系図や城内の物品を管理する機関）や、御庭につながる奉神門、祭祀空間である「京の内」（けお

のうち）に囲まれた下之御庭（しちゃぬうなー）が広がる。ここは御庭に入る前の控えの場であり、首里

城の 10ある御嶽のひとつ・首里森御嶽（すいむいうたき）がある。「君誇御門」（きみほこりうじょう）

とも呼ばれた奉神門をくぐると正殿などに囲まれた御庭が広がる。 

正殿の前には、家臣らが謁見したり中国からの冊封使を迎え入れたりするための御庭（うなー）と呼ばれ

る広場が設けられている。それを取り囲むように行政施設である北殿、儀礼などに用いられた南殿、御庭

への入り口となり行政施設も入っていた奉神門が建てられている。さらにそれを各種の門・城壁が取り囲



む形になっている。これらの構造には、中国の紫禁城との類似性も指摘されている。南殿は薩摩藩の接待

のため使われたので、ここのみ和風の意匠が用いられていた。 

王の居住する中心部は正殿（せいでん）と呼ばれ、別名「唐破風」（からふぁーふー）と呼ばれた。中に

は一階と二階の両方に御差床（うさすか）という玉座が設けられ、二階の御差床の上には清国皇帝から贈

られた扁額が飾られていた。沖縄戦で全て失われたが、康熙帝の贈った「中山世土」（ちゅうざんせいど）、

雍正帝の贈った「輯瑞球陽」（しゅうずいきゅうよう）、乾隆帝の贈った「永祚瀛壖」（えいそえいぜん）

の三つの扁額が本人の筆跡や落款を再現した上で復元され飾られている。正殿の一階は国王が政務をおこ

なう場所で「下庫理（しちゃぐい）」と呼ばれており、正殿の二階は王妃や女官らの使用する「大庫理（う

ふぐい）」と呼ばれる場所であった。二階の御差床は重要な儀式のために使うものであり、二階南東隅の

「おせんみこちゃ」という部屋は国王や女官らが祭祀を行う場所であった。 

南殿の南側には王が日常的に執務する建物であった書院および鎖之間（さすのま）がある。書院・鎖之間

庭園は琉球のグスク内にある唯一の庭園で、石灰岩の岩盤を生かしてソテツなどを配しており中国の使節

からも名園と評価されていた。遺構の保存状態もよく、2008年 8月に復元公開された。2009年 7月には書

院・鎖之間庭園ともに国の名勝に指定された。 

正殿の裏側は「御内原」（うーちばる）と呼ばれる私的な生活空間に当たり、正殿後方の後之御庭（くし

ぬうなー）という広場を中心にいくつかの建物があった。入り口に当たる淑順門（別名・みもの御門、う

なか御門）が 2010年に、王の住む「二階御殿」（にーけーうどぅん）が 2000年に再建されているほか、

王妃らの寝室があり国王以外の男性は入れなかった「黄金御殿」（くがにうどぅん）、調理を行う「寄満」

（ゆいんち）、王位継承の儀式を行う「世誇殿」（よほこりでん）などかつて存在した建物の復元のため

の発掘や建設工事がすすんでおり、その東奥には、国王逝去の際に遺体を安置する寝廟殿（未復元）を取

り囲む石垣とその入り口である白銀門が再建されている。首里城の東の門である継世門（別名・すえつぎ

御門）は 1998年に再建された。この門はもともと倭寇襲来に備えて 16世紀半ばに造られたもので、日常

生活用品の城内への搬入や、国王逝去時に王子がこの門から入り世誇殿で王位継承を行う儀式のために使

われた。 

本来の木造建築として復元された建物は正殿および書院・鎖之間のみである。正殿は、沖縄本島北部の山

から大木を運ぶ「木曳式」などの儀式が行われた後、台湾などからの木材を用いて再建された。他の建物

ではコンクリートを用いるなど外観のみの復元といえる。旧来の城壁は一部に残っており、新しい城壁の

建設の際に発掘され利用されたため、地表近くに旧来の城壁の姿を見ることができる。これが唯一残った

オリジナルの首里城の遺構である。 

Wikipediaによる 

  



  


